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概要 
（100～150 字程度） 

本共同研究は、IL-6 アンプによる炎症誘導と細胞競合との関連性

を明らかにすることを目的としている。現在、IL-6 アンプと細胞競

合を同時誘導させ、炎症時に細胞競合がどのように変化し、また競

合を制御する分子群の発現がどのように変動するのかを解析する為

の非免疫系細胞を用いた実験系の立ち上げを進めている。 
 

研究目的 
（300 字程度） 

慢性炎症は癌をはじめとした多種多様な疾患の発症や増悪に関与

しており、炎症の分子メカニズムの解明は多様な疾患に対して共用

可能な治療法の開発に繋がる。我々の研究室は、これまで上皮細胞

組織内の同質な細胞のうち、遺伝的、 代謝的、分化段階などのばら

つきを持つ細胞集団の間で起きる細胞競合について研究を行ってき

ており、競合を制御する分子の生理学的機能を明らかにしてきた。

本研究では、村上研究室が発見した「IL-6 アンプ」による炎症誘導

が、細胞競合にどのような影響を与えるのか解析する。 
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

現在、村上研究室にて、IL-6 アンプと細胞競合を同時誘導させ、

炎症時に細胞競合がどのように変化し、また競合を制御する分子群

の発現がどのように変動するのかを解析する為の非免疫系細胞を用

いた実験系の立ち上げを進めている。今後、細胞動態の変化から遺

伝子発現に変動が認められた場合、村上研究室で導入されている多

発性硬化症、関節リウマチ、皮膚炎などの慢性炎症疾患モデルや癌

モデルを細胞競合を制御する遺伝子の変異マウスに適用し、細胞競

合の破綻が病態をどのように修飾するのか、マクロトームやフロー

サイトメトリー、免疫学的組織化学染色法を用いて解析を行う予定

である。 

今から 150 年前、1863 年にドイツのウィルヒョウが，｢癌は炎症の

局所から発生する」という説を提唱している。古来、癌と炎症との



関連性は指摘されてきた。これまで我々が行ってきた癌生物学にお

ける細胞競合の役割に関する解析と村上博士が行ってきた慢性炎症

疾患の発症や増悪に関わる IL-6 アンプの機能解析とを融合させるこ

とにより、腫瘍免疫学をはじめとした複数の学問領域に新たなコン

セプトを生み出すことが期待される。 
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